
 

人工視覚シミュレータによる第三世代の

研究要旨：
枚に増やした第三世代の
電極の枚数を増やすことで刺激可能な範囲が広がり更なる視野の拡大が期待されるが、そ
の有効性を評価する手段は限られている。そこで人工視覚の世界を再現できるシミュレー
タを開発し、健常者を対象とした視機能評価テストを行うことで二枚電極から成る人工網
膜の有効性評価を行った。

 
Ａ．研究目的
二枚電極から成る人工網膜システムは一枚電
極のものよりも獲得できる視野が拡大すること
が期待されている。実際に
の拡大が視機能の向上に貢献するかどうかは検
証される必要がある。そこで人工視覚シミュレー
タを装用した状態で第二世代の
膜システムの臨床試験で行われているのと同一
の視機能評価テストを行い、目標物の位置や運動
の認識に改善が見られるかを評価した。このシミ
ュレータは
内に二枚電極と一枚電極の人工網膜を使用下の
人工網膜で得られる視覚を
とで、患者の見え方を模擬する装置である。
ぞれの状態で行ったテスト結果を比較すること
で二枚電極から成る人工網膜システムの有効性
を評価し開発の妥当性を検証した。
 
Ｂ．研究方法
屈折異常以外に眼科的疾患のない健康人被験
者に対して、人工視覚シミュレータを装着した状
態で二種類の実験を行った。
覚シミュレータは
PCから構成される
USB カメラから外界の映像情報
を人工視覚の映像に変換処理したものを
内部のディスプレイに表示した。
 
 
課題 1 ) モニター上のランダムな位置に呈示さ
れる静止視標をヘッドスキャンにより探索させ、
それを発見次第タッチさせた。二枚電極、一枚電
極の順番でこの試行を
視標からの偏位量
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